
平成19年8月16日

平成31年1月～4月

令和元年5月

令和元年10月

平成21年3月31日

令和元年11月1日

令和２年３月まで

11月20日

7月14日

7月9日

令和3年2月12日

淀川水系におけるこれまでの経緯 資料１

・淀川水系河川整備基本方針 決定

・淀川水系河川整備計画 策定

・淀川水系における中・上流部の河川整備の進捗状況とその影響にかかる委員会
河川改修が大幅に進捗したことを踏まえ、現在の河川整備計画に沿って治水対策を着実に推進
することが必要。ソフト対策を含め、さらなる治水対策を検討すべき段階。（6月報告書公表）

・淀川水系河川整備促進に関する緊急提言（淀川流域51市町村）
治水対策の加速、河川整備計画の変更等について提言

・「気候変動を踏まえた治水計画のあり方」提言(気候変動を踏まえた治水計画に係る技術検討会)
気候変動を踏まえた治水計画の見直しを提言

洪水被害の発生
・平成24年京都府南部豪雨
・平成25年台風18号
・平成29年台風21号
・平成30年7月豪雨

事業の進捗
・堤防強化
・中上流部の河川改修
・天ヶ瀬ダム再開発
・上野遊水地
・川上ダム 等

・淀川水系における更なる河川整備の意見照会について（依頼）
河川整備全般について気候変動により増大するリスクも踏まえ意見照会

・６府県から国へ回答

気候変動対応策の答申発表【本省】

・淀川水系関係６府県調整会議の開催（第１回）
府県からの依頼に基づき、仮に、河川整備計画を見直す場合の目標や整備内容を提示

・淀川水系関係６府県調整会議の開催（第２回）
各府県の検討状況の中間報告等

・淀川水系関係６府県調整会議の開催（第３回）
第１回会議で近畿地方整備局が示した目標や整備内容(別添)に関する各府県の検討状況を共有し、別添

の内容をもとに検討を進めていくことについて全府県が確認。
現行河川整備計画に位置付けた河川整備の進捗、近年頻発している豪雨災害、今後の気候変動に伴う豪

雨の激甚化・頻発化を踏まえ、さらなる河川整備に向けて、河川整備計画の変更手続きを進めることを確認。

関係府県の確認・検討

関係府県の確認・検討


